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高校生向け創造的課題解決能力育成の学び

授業での活用方法と
実践報告書

2019年12月1日更新



1 探究学習におけるICT、IoTを活⽤した授業の流れのイメージ

テクノロジーを知る・触れる

課題の設定

課題を⾒つけ、テクノロジーを活⽤した課題解決のための開発を⾏う

実際に使ってみる

振り返り

調査・ルーブリック評価

成果物の蓄積

協働
学び合い

発信する・発表する

①

②

③

④

⑤

⑥



2 授業の位置付け
テーマ
・⾝近に使われているセンサーの仕組みを学び、⾃分⾃⾝で活⽤し、学校や⾃分の⾝の回りの課題を解決するような装置を作る。
・本講座で学んだことを⽣かし、地域課題をテクノロジーで解決するための基礎を学び、体験する。
・プログラミングは楽しいもので、便利なものということを、センサーに触れながら実感してもらう。

⽬標
・⾝近な仕組みや装置に使われている光センサー、距離センサーを⾃分⾃⾝でプログラミングし操作できるようにする。
・センサーを活⽤して、⾝近な課題解決をする仕組みやものづくりを⾏い、時間内に完成させる。

時間
270分 （9:00-10:30、10:40-12:10、12:50-14:20 （90分×3コマ））

参加者
⽣徒５６名（⽂系理系混合の１年⽣、２年⽣）
教員１名（教えるのではなく⽣徒と学ぶ姿勢）
講師２名（ファシリテーターとサポート役）

授業の様⼦はこちらで
確認することができます



3 授業の構成
1限⽬）
●テクノロジーを活⽤した社会の動きについて
・IT⾰命について
・ICT技術について
・IoTについて
・Socity５.０について
・実際に、地域でIoTやAI、ドローン技術を活⽤している地域についての調べ学習

●実際に使われているセンサーに触れてみよう
・距離センサー、光センサーを扱い、⾳を出したり、光らせたりしてみる

●パソコンの設定（プログラミング環境を知ろう）

２限⽬）
●プログラミングをしてセンサーを反応させてみよう
・パソコンの使い⽅（ショートカットキーCtrl＋A、C、V、Zの説明、スクーミーのプログラミングの仕⽅）
・光センサーとLEDを使い、プログラミングの体験
STEP1:暗くなったら、LEDを光らせる
STEP2:暗くなったら、LEDを⾃分で設定したように光らせてみる
STEP3:⾃分で明るさを設定し、その設定値より⼤きくなったら（⼩さくなったら）LEDを⾃分で設定したように光らせてみる

・距離センサーとスピーカーを使い、プログラミングの体験
STEP1:センサーに近づいたら、⾳を出す。
STEP2:センサーに近づいたら、⾃分で設定した⾳を出す
STEP3:⾃分で距離を設定し、その設定値より⼤きくなったら（⼩さくなったら）⾃分で設定した⾳を出す

・⾃分でセンサーを組み合わせて、⽤意されているサンプルプログラムをスクーミーに⼊れて⾃由にプログラミングをしてみる

・テクノロジーを活⽤した⾝近な課題や学校の課題を解決する仕組みづくり・ものづくりをする本講義の趣旨説明
（事例を動画で紹介）

３限⽬）
●課題解決のための開発
・プログラミングの続き

●作ったものや仕組みを発表（１組１分程度）

●本講座のまとめ



4 授業の様⼦



5 授業の様⼦



6 授業の様⼦（プログラミングの様⼦）



7 授業の様⼦（ものづくりの⼿順）



8 授業での成果物（課題発⾒→SchooMyを活⽤した開発→発信）



9 アンケート結果



10 アンケート結果



11 アンケート結果


